
令和３年度　農業農村整備事業  再評価調書

事 業 名 広域農道整備事業 地区･路線名 阿讃三好地区
ふ り が な あ さん み よし

事業主体 徳島県 関係市町村 三好市、東みよし町

（事業目的）
事 本地区は徳島県西部・吉野川北岸の中山間地域に位置し、農道の新設及び既存道路の改良を行

うことにより地域の基幹農道として整備し、主に農産物輸送労力の節減による流通体系の合理化
を図り、地域の生産流通体制の強化と農業経営の安定に資するとともに、農村の生活環境の改善

業 を目指すことを目的とする。
（事業内容）

受益面積 ９８２ha
概 受益戸数 １，８１６戸

主要工事 農道工９，５４０ｍ 全幅員6.0～5.0ｍ(車道幅員5.0～4.0ｍ）

総事業費 ５，４２４，８６６千円（国５０％：県４０％：市･町１０％）
要 工 期 平成１４年度～令和６年度

（事業の進捗状況）
地形が急峻で地すべり区域を通過する区間もあるため、その対策工が必要になり、土工量の低

減工法や現地の地形に合わせて設計規格値を弾力的に採用する等の建設コストの縮減や工期短縮
に努めてきた。
近年、池田工区が完成・供用し、通作のほか収穫した農産物を集荷施設への搬出に利用され、

走行経費の節減に大きく寄与しており、さらに傾斜地に位置する集落は狭小な現道に不便を強い
評 られていたが、農道開通により集落が国道に接続されるとともに集落間も結ばれ、防災・減災の

面からも地域の安全・安心に大きく貢献している。
令和３年度末までの進捗率は事業費ベースで９５％となる。

（関連事業の進捗状況）
な し

価
（社会経済情勢の変化）

農業従事者の高齢化、後継者不足等により地域農業を取り巻く状況は厳しく、輸送体系の合理
化による営農労力の節減を図り、農業経営の近代化が急務となっている。
一方では、道路等の社会資本整備が十分でない中山間地域にある本地区では、緊急時のライフ

ラインとして、集落の孤立化防止や緊急輸送路を補完する機能を有する本農道の整備は、一層重
項 要なものとなっている。

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）
な し

（事業効果の発現状況）
目 １ 走行条件の改善により運送車種の転換（小型貨物→大型貨物）が図られ、輸送効率化に貢献している。

２ 交通体系の合理化により通行時間の短縮が図られ、営農経費の節減に寄与している。
３ 一般交通の走行に係る経費が、時間・走行距離短縮により低減されている。
４ 木材輸送、林地への通勤等の林業交通の走行経費が節減され、山林経営の合理化に寄与する。
５ 総費用総便益比＝総便益／総費用＝１．１７

（受益農家，関係機関の意向）
関係市町、地元農家から、早期完成を強く要望されている。

（事業の実施方針）
継続して事業を実施する。


